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令 和 ５ 年 度 島 根 県 政 世 論 調 査 に つ い て 
 

島根県政世論調査は、県民の意識を把握し今後の県政推進のための基礎資料とするため、

昭和47年度から実施している。 

 

 

１ 調 査 の あ ら ま し 

 (1) 調査設計  

  ① 調査地域：島根県全域 

  ② 調査対象：県内在住の満１８歳以上の方 

  ③ 標 本 数：２,０００ 

  ④ 抽出方法：層化無作為抽出法 

  ⑤ 調査方法：郵送配布、郵送回収またはインターネットによる回答 

  ⑥ 調査時期：令和５年８月 

 

 (2) 回収結果  

 回 収 数（率）：９８２（４９.１％） 
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50～59歳
15.3%60～69歳
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n=968n=968

令和６年１月１２日 

総 務 委 員 会 資 料 
政策企画局広聴広報課 

回答者年齢構成（年齢について無回答を除いた集計） 

※18～29歳 6.3% 
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２ 主 な 調 査 結 果 

 

 (1)「竹島」について  

 

問１１ あなたは、竹島をめぐる問題に関心がありますか。（P.35） 

 

 

 

 

 

 

 

大いに関心がある
21.0%

多少関心がある
41.9%

あまり関心がない
28.5%

全く関心がない
7.5%

無回答
1.1%

令和５年度(n=982)

21.0 

23.1 

21.1 

23.8 

29.7 

41.9 

47.9 

43.4 

43.9 

42.3 

28.5 

23.2 

27.4 

24.8 

22.5 

7.5 

5.2 

6.5 

6.3 

4.6 

1.1 

0.6 

1.5 

1.2 

0.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

R5

R4

R3

R2

R元

(%)

『関心がある（計）』が６２．９％ 

・「大いに関心がある」（２１．０％）と「多少関心がある」（４１．９％）の合計 

・昨年度（７１．０％）から約８ポイント減少 

大いに関心がある 多少関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答

大いに関心がある 多少関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答
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 (2) 広聴広報活動について  

問６ あなたは、県が行うイメージ発信広報をご覧、又は、お聴きになったことがありますか。（P.23） 

 

 

 

 
問７ （問６で「見たことがある・聴いたことがある」と回答した方に）あなたは、どの広報をご覧、又は、お聴き 

になったことがありますか。〔複数回答〕 （P.25） 

 

 

 

 

46.6

54.9

47.7

27.1

25.7

26.5

22.6

17.6

22.5

3.7

1.8

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R3

R4

R5

見たことがある・聴いたことがある

広報していることは知っているが、見たこと・聴いたことはない

広報していることも知らないし、見たこと・聴いたこともない

無回答

58.1

56.6

27.1

15.0

8.3

7.1

5.8

5.1

4.1

2.6

60.1

61.5

24.3

27.0

5.9

5.4

3.0

3.5

3.5

1.3

62.5

28.4

41.2

5.6

9.5

6.8

5.6

1.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

Ｕターン・Ｉターンを呼びかける新聞広告

ミニドラマ「しまねがドラマになるなんて！」

島根の暮らしをイメージさせる雑誌広告

しまね暮らしイメージＣＭ(島根県民の歌のリレー歌唱など)

ラジオ番組「HEARTFUL DAYS(ハートフルデイズ)」

「しまね移住ＰＲムービー」(ユーチューブ)

「島根ライフスタイルブック」(紙版、電子版)

「いいけん、島根県 プロモーションムービー」(ユーチューブ)

「いいけん、島根県」特設ホームページ

無回答

R5(n=468) R4(n=597) R3(n=587)

(%)

※ミニドラマはR3.10～12月放映、ラジオ番組は

R4.1月～放送ため、R3調査の選択項目にはない

「見たことがある・聴いたことがある」が４７．７％ 

・昨年度（５４．９％）から約７ポイント減少 

「U ターン・I ターンを呼びかける新聞広告」（５８．１％）が最も高く、次いで「ミニドラマ『しまねがドラマ 

になるなんて！』」（５６．６％）、島根の暮らしをイメージさせる雑誌広告（２７．１％） 
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問８ （問６で「見たことがある・聴いたことがある」と回答した方に）あなたは、イメージ発信広報をご覧、又 

は、お聴きになって、将来、ご自身が島根で暮らし続けたいと思いましたか。（P.28） 

 

 

 

 

 
 

 

問９ （問６で「見たことがある・聴いたことがある」と回答した方に）あなたは、イメージ発信広報をご覧、又 

は、お聴きになって、将来、お子さんや友人などに島根で暮らすことを勧めようと思いましたか。（P.30） 

 

 

 

 

 

 

26.1

26.8

26.9

33.2

40.0

35.9

26.4

24.1

28.2

3.7

3.9

2.8

0.9

1.0

0.6

9.7

4.2

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R3

R4

R5

ぜひ、暮らし続けたいと感じた 暮らし続けてもいいかなと感じた

どちらともいえない あまり暮らし続けたいとは感じなかった

暮らし続けたいとは全く感じなかった 無回答

14.7

12.6

16.2

32.4

38.7

34.0

36.1

33.5

37.2

4.4

5.9

5.1

2.0

2.5

1.7

10.4

6.9

5.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R3

R4

R5

ぜひ、勧めたいと感じた 勧めてもいいかなと感じた どちらともいえない

あまり勧めたいとは感じなかった 勧めたいとは全く感じなかった 無回答

『暮らし続けたいと感じた（計）』が６２．８％ 

・「ぜひ、暮らし続けたいと感じた」（２６．９％）と「暮らし続けてもいいかなと感じた」（３５．９％）の合計 

・昨年度（６６．８％）から４ポイント減少 

『勧めたいと感じた（計）』が５０．２％ 

・「ぜひ、勧めたいと感じた」（１６．２％）と「勧めてもいいかなと感じた」（３４．０％）の合計 

・昨年度（５１．３％）から約１ポイント減少 
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(3) 女性と仕事・家庭での家事分担について  

 

問 14 一般的に、女性が働き続けていくことについて、現在どのような状況にあると思いますか。（P.42） 

 

 

 

 

 
 

問 15 （問 14 で「どちらかといえば働き続けにくい」「働き続けにくい」と回答した方に） 

女性が働き続けていく上で、障がいとなっているのはどのようなことだと思いますか。〔複数回答〕（P.44） 

 

 

 

 

4.7

4.0

6.3

36.0

33.7

40.9

43.3

46.6

39.1

12.5

12.9

6.3

3.5

2.8

7.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R3

R4

R5

働き続けやすい どちらかといえば働き続けやすい

どちらかといえば働き続けにくい 働き続けにくい

無回答

55.6

50.0

39.2

34.1

32.1

30.0

28.3

20.2

15.2

13.5

11.9

10.5

10.1

0.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

短期契約、パートタイム、臨時雇いなど不安定な

雇用形態が多い

育児施設が十分でない

結婚・出産退職の慣行がある

介護施設が十分でない

昇進・昇格、教育・訓練等に男女で不平等な扱いがある

長時間労働や残業がある

家族の理解や協力が得にくい

女性は定年まで勤め続けにくい雰囲気がある

女性は補助的な仕事しか任せてもらえない

職場でのセクシュアル・ハラスメントがある

女性自身に働き続けようという意欲が不足している

女性自身の知識や技術が不足している

その他

無回答

(%)

『働き続けやすい（計）』が４７．２％ 

・「働き続けやすい」（６．３％）と「どちらかといえば働き続けやすい」（４０．９％）の合計 

・昨年度（３７．７％）から約１０ポイント増加 

「短期契約、パートタイム、臨時雇いなど不安定な雇用形態が多い」（５５．６％）が最も高く、 

次いで「育児施設が十分でない」（５０．０％）、「結婚・出産退職の慣行がある」（３９．２％） 

R5 年度（ｎ＝446） 
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問 19 島根県は６歳未満の子どもをもつ世帯における男性の家事・育児・介護の時間が女性の３分の１と

短い状況にあります。あなたは、男性の家事・育児・介護の時間が短いのはなぜだと思いますか。

〔複数回答〕（P.54） 

 

 

 

 

 

 

問 20 男性の家事・育児・介護への参画を進めるために行政が取り組むべきことは何だと思いますか。 

〔複数回答〕（P.57） 

 

 

 

 

63.0

50.8

37.3

26.7

18.7

16.0

15.9

11.3

3.8

3.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

男性が長時間労働や休暇が取りづらい働き方をしているから

男性側に家事・育児・介護は女性がするべきものという

意識があるから

「男は仕事、女は家庭」という社会的風潮があるから

職場や上司の理解がないから

男性は家事・育児・介護が苦手だから

家事・育児・介護は女性の方が向いているから

自治会など家庭外の地域活動を男性が担っているから

女性側に家事・育児・介護は男性に任せられないという

意識があるから

その他

無回答

(%)

「男性が長時間労働や休暇が取りづらい働き方をしているから」（６３．０％）が最も高く、 

次いで「男性側に家事・育児・介護は女性がするべきものという意識があるから」（５０．８％）、 

「男は仕事、女は家庭」という社会的風潮があるから（３７．３％） 

「勤務先の働き方改革の推進」（６１．５％）が最も高く、次いで「育児休業の義務化など制度の整備」

（３７．７％）、「男性の家事・育児・介護のスキルアップ支援」（３５．５％） 

61.5

37.7

35.5

25.8

25.7

24.9

20.8

20.3

3.6

4.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

勤務先の働き方改革の推進

育児休業の義務化など制度の整備

男性の家事・育児・介護のスキルアップ支援

学校教育による理解促進

夫婦に対する普及啓発

上司・同僚に対する普及啓発

地域に対する普及啓発

夫婦の親世代に対する普及啓発

その他

無回答

(%)
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